
※修正部分は、太字の下線部にさせていただいております。

全般 令和6年7月5日現在

質　　問 回　　答

1

１単位当たりの単価について、総合事

業の地域区分の取り扱いについてはど

うなりますか

総合事業の地域区分については、令和６年

４月からその事業所の所在地に関わらず、

大和高田市の地域区分（７級地）の取り扱

いになります。よって、訪問型サービスで

あれば10.21円、通所型サービスであれば

10.14円になります。

2

給付制限の取り扱いはどうなりますか 令和6年6月提供分以降、A2/A6コードを使

用するため、給付制限が適用されます。

　なお、令和6年5月提供分までは給付制限

を適用しません。

3
サービスコードマスタをどうすればよ

いですか

マスタ取り込みは利用しているシステム会

社にお問い合わせください。

4

地域包括支援センターへの利用票原本

の提出について

提出期限を越えても構いませんので、必ず

地域包括支援センターへご提出ください。

質　　問 回　　答

1

訪問型サービスの算定について、大和

高田市独自の考え方はあるのですか

標準的な内容の指定相当サービス、生活援

助、短時間サービスの組み合わせは可能で

すが、全ての合算の上限は事業対象者・要

支援１は原則2,349単位、要支援２は3,727

単位です。

2

加算についてはどのように算定できま

すか

各種加算についてはケアプランに位置付け

てください。
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訪問型サービスについて
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質　　問 回　　答

3

標準的な内容の指定相当サービス

（287単位/回）はどういうものです

か

少しでも身体介護があれば算定可能です。

例：服薬介助が必要であった場合や自立に

向けた支援、その他の一部介助があり、そ

の前後に掃除などの家事援助があった場

合、身体介護と認められる援助があった場

合等になります。

4

短時間サービスの身体的介護が中心の

場合と生活援助が中心の場合について

の例を示してください

排泄介助、体位変換、服薬介助、起床介

助、就寝介助等は身体的介護が中心です。

ゴミ出し等は生活援助が中心です。

訪問介護の内容が安否確認や健康チェック

に伴う若干の身体介護を行う場合には、算

定できません。

5

サービスコード表のA3コードに加算

等が表記されていませんが、どのよう

に取り扱いますか

A2コードのものを併用してください。

6

訪問型サービス（生活援助型）の算定

方法について具体的な例を示してくだ

さい

生活援助

 全て回数とする。

【A2】

　・20分～45分未満　179単位/回

　・45分以上　　　　220単位/回

【A3】

　・短時間生活援助（20分未満）

102単位/回

→身体介護及び生活援助を組み合わせて、

事業対象者・要支援1の上限は、原則2,349

単位

要支援2は、3,727単位です。
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質　　問 回　　答

7

訪問型サービス（身体介護型）の算定

方法について具体的な例を示してくだ

さい

身体介護（生活援助と共に組み合わせた場合

も含む）

・おおむね45分～60分

　月1回～4回　　　 　287単位×回数

　月5回　　　　   　　1,176単位

　月6回～8回 　　　　287単位×回数

　月9回　　　　　   　2,349単位

　月10回～12回　　 　287単位×回数

　月13回以上　　　 　3,727単位

・短時間身体介護（20分未満）は、全て回数

163単位/回

→身体介護及び生活援助を組み合わせて、

事業対象者・要支援1の上限は、原則2,349単

位

要支援2は、3,727単位です。

回数 合計単位 A2コード

1 287 2411

2 574 〃

3 861 〃

4 1,148 〃

5 1,176 1111

6 1,722 2411

7 2,009 〃

8 2,296 〃

9 2,349 1211

10 2,870 2411

11 3,157 〃

12 3,444 〃

13 3,727 1321

14 3,727 1321

… … …

要
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要

支

援

2

認定区分

 身体介護型　サービスコード使用例 
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質　　問 回　　答

1

通所型サービスの算定について、大和

高田市独自の考え方はあるのですか

運動器機能向上加算、個別運動器機能訓練

加算は基本単位に包括化されました。各種

加算についてはケアプランに位置づけてく

ださい。

2
送迎しない場合の減算はありますか 通所型サービスＡにおいて、送迎の減算は

あります。

3
入浴しない場合の減算はありますか 通所型サービスＡにおいて、入浴の減算は

考えておりません。

4
別途利用者負担として送迎に係る費用

を徴収してよいでしょうか

送迎代という名目でもって、別途利用者負

担を徴収することはできません。

5
別途利用者負担として入浴に係る費用

を徴収してよいでしょうか

入浴代という名目でもって、別途利用者負

担を徴収することはできません。

6

サービス提供時間が3時間以上となっ

ていますが、3時間未満の取り扱いは

どのようになりますか

基本的に3時間未満の取り扱いはございま

せん。

ただし、事業所の体制が整わないという理

由で3時間以上のサービス提供が困難な場

合に限り、令和6年9月提供分までの経過措

置として、従来のA7コード（半日サービ

ス）を設定しておりますので、2時間以上3

時間未満の場合に利用してください。

7

当日の利用者の心身の状況により、

サービス提供時間がやむを得ず3時間

未満になった場合、A7コードで請求

してもよいですか。

A7コードは事業所の体制を理由とした経過

措置であるため、利用者の体調不良や自己

都合で3時間未満の利用になった際は、A6

コードで請求してください。

やむを得ず概ね2時間程度でサービス提供

を中止した場合は算定して差し支えありま

せん。

２時間未満でサービス提供を中止した場合

は算定できません。

通所型サービスについて
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質　　問 回　　答

8

運動器機能向上計画書は6月以降も作

成する必要はありますか

運動器機能向上加算は基本単位に包括化さ

れました。そのため、サービス内容に介護

予防を目的としたプログラム（30分以上の

運動等）が含まれております。

別途運動器に関する計画書の作成は不要で

すが、利用者や介護支援専門員へ提出する

通所介護計画書等に介護予防を目的とした

プログラム内容を明記してください。

9

生活機能向上連携加算の取り扱いにつ

いて

外部のリハビリテーション専門職等と共同

で個別機能訓練計画書を作成し、実施と評

価をおこなってください。

10

Q8の運動器機能向上加算の計画につ

いては、通所介護計画書等に記載した

らよいとのことですが、評価はどこに

記載したらよいですか

評価に関して、規定の様式はございませ

ん。任意の様式や記録等に明記してくださ

い。

11

一体的サービス提供加算の実施計画書

の様式について

厚生労働省のホームページのリハビリテー

ション、機能訓練、栄養、口腔の一体的取

組に関する通知の(別紙様式1-3)をご参考く

ださい。
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質　　問 回　　答

12

通所型サービスの算定方法について具

体的な例を示してください

要支援1・事業対象者

　・4回/月まで…436単位/回×回数

　・5回/月以上…1,798単位/月

要支援2

　・8回/月まで…447単位/回×回数

　・9回/月以上…3,621単位/月

回数 合計単位 A6コード

1 436 1113

2 872 〃

3 1,308 〃

4 1,744 〃

5 1,798 1111

6 1,798 〃

… … …

要

支

援

1

事

業
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象

者

 通所型サービス　コード使用例  

回数 合計単位 A6コード

1 447 1123

2 894 〃

3 1,341 〃

4 1,788 〃

5 2,235 〃

6 2,682 〃

7 3,129 〃

8 3,576 〃

9 3,621 1121

10 3,621 〃

… … …

 通所型サービス　コード使用例  

要

支

援
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